
　本事例については、嚥下困難者用製剤加算が、屯服薬で算定されています。嚥下困難者用製剤加算について
は、内服薬の告示注２に「嚥下困難者用製剤加算として、80点を所定点数に加算する」と示されていますが、
屯服薬には本加算の規定がありません。また、平成16年3月30日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡に、
屯服薬の場合は「算定できない」と示されています。
　以上のことから、屯服薬での嚥下困難者用製剤加算は算定できませんので、ご留意ください。

【告示　平成30年3月5日付け厚生労働省告示第43号】
別表第三
　調剤報酬点数表
　　第1節　調剤技術料
　　　０１　調剤料

１　内服薬（浸煎薬及び湯薬を除く。（1剤につき））
イ　略
ロ　略
ハ　略
ニ　略

注１　略
注２　嚥下困難者に係る調剤について、当該

患者の心身の特性に応じた剤形に製剤して調
剤した場合は、嚥下困難者用製剤加算として、
80点を所定点数に加算する。

注３　略
２　屯服薬

注　略

【平成16年3月30日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について」】
１　調剤報酬点数表
　第1節　調剤技術料

⑷　嚥下困難者用製剤加算

（問５）　嚥下困難者用製剤加算は、屯服薬の場合は算
定できないのか。

（答）　算定できない。

　嚥下困難者用製剤加算については、平成30年3月5日付け厚生労働省告示第43号「診療報酬の算定方法の一部を改
正する件」の別表第三及び平成16年3月30日付け厚生労働省保険局医療課事務連絡「疑義解釈資料の送付について」
において、次のとおり示されています。
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